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Beclin 1（Atg6; autophagy-related gene 6 の哺乳類オーソログ）、 PI3K
（Phosphoinositide 3-kinase, Vps34）、Atg14といった分子からなる PI3K複合体の




































ではゼノファジー解析において代表的な Group A Streptococcus (GAS)をモデルと
して用いて、細胞死抑制タンパク質の一つである Bcl-xL が GAS の細胞内侵入とオ
ートファゴソーム-リソソーム間の融合を阻害することでゼノファジーを制御してい
ることを示した。Bcl-xLによる GASの侵入阻害は、この分子が PI3K complex の構
成要素である Beclin 1 および UVRAGと結合することにより引き起こされているこ







 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成２９年４月１１日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
